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令和８年６月定例会会議録（第１号） 

 

 

令和８年６月１日 月曜日 午前１０時００分開会 
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 内 谷 重 治  市 長       齋 藤 環 樹  副 市 長 
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 梅 津 宏 明  代 表 監 査 委 員       土 屋 正 人  教 育 長 

 牛 澤 敏 宏  選挙管理委員会委員長       青 木 邦 博  市長特別補佐技監 

 丸 山 邦 昭  産業参事兼観光文化交流課長       渡 邊 恵 子  建設参事兼上下水道課長 

 新 野 幸 博  教 育 次 長 

 

事 務 局 職 員 出 席 者  

 

 髙 橋 嘉 樹  事 務 局 長       小 林 克 人  補 佐 

 小 阪 桃 子  議 事 調 査 主 査       齋 藤 はるか  庶 務 係 長 
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議 事 日 程（第１号） 

令和８年６月１日 月曜日 午前１０時００分開会 

 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定 

 日程第 ３ 報告第 ４号 令和７年度長井市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につい 

              て                      （報 告） 

 日程第 ４ 報告第 ５号 令和７年度長井市宅地開発事業特別会計繰越明許費繰越計算書 

              の報告について                （ 〃 ） 

 日程第 ５ 報告第 ６号 令和７年度長井市水道事業会計予算繰越計算書の報告について 

                                     （ 〃 ） 

 日程第 ６ 報告第 ７号 令和７年度長井市下水道事業会計予算繰越計算書の報告につい 

              て                      （ 〃 ） 

 日程第 ７ 報告第 ８号 専決処分の承認を求めることについて 

              （長井市市税条例の一部を改正する条例の制定について） 

                                （質疑、討論、表決） 

 日程第 ８ 報告第 ９号 専決処分の承認を求めることについて 

              （長井市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定につい 

              て）                   （  〃  ） 

 日程第 ９ 報告第１０号 専決処分の承認を求めることについて 

              （長井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ 

              いて）                  （  〃  ） 

 日程第１０ 報告第１１号 専決処分の承認を求めることについて 

              （令和８年度長井市一般会計補正予算第２号）（  〃  ） 

 日程第１１ 議案第３５号 長井市学校給食共同調理場整備等事業に係る契約の一部を変更 

              する契約の締結について          （質疑、付託） 

 日程第１２ 議案第３６号 令和８年度長井市一般会計補正予算第３号  （  〃  ） 

 

本日の会議に付した事件 

 

  議事日程（第１号）に同じ 
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   開     会 

 

 

○内谷邦彦議長 おはようございます。 

 ただいまから令和８年６月長井市議会定例会

を開会いたします。 

 

 

 表彰状並びに感謝状の伝達 

 

 

○内谷邦彦議長 会議に先立ちまして、去る５月

27日に開催されました全国市議会議長会第102

回定期総会において、表彰状及び感謝状を受け

られた議員各位に対し、本席において伝達させ

ていただきます。 

○髙橋嘉樹事務局長 それでは、初めに、表彰状

の伝達を行います。 

 お名前をお呼びいたしますので、ご登壇の上、

お受けいただきますようお願いいたします。 

 なお、表彰状を受けられましたら、一旦、中

央の席にお戻りいただきたいと思います。 

 それでは、議長、ご登壇をお願いいたします。 

 梅津善之議員。 

  （14番梅津善之議員登壇） 

○内谷邦彦議長 表彰状。長井市、梅津善之殿。 

 あなたは市議会議員として15年、市政の振興

に努められ、その功績は著しいものがあります

ので、第102回定期総会に当たり、本会表彰規

程によって表彰いたします。 

 令和８年５月27日。全国市議会議長会会長、

丸子喜弘。代読。おめでとうございます。（拍

手） 

○髙橋嘉樹事務局長 今泉春江議員。 

  （15番今泉春江議員登壇） 

○内谷邦彦議長 表彰状。長井市、今泉春江殿。 

 あなたは市議会議員として15年、市政の振興

に努められ、その功績は著しいものがあります

ので、第102回定期総会に当たり、本会表彰規

程によって表彰いたします。 

 令和８年５月27日。全国市議会議長会会長、

丸子喜弘。代読。おめでとうございます。（拍

手） 

○髙橋嘉樹事務局長 次に、感謝状についてご報

告いたします。 

 このたび、内谷邦彦議長が全国市議会議長会

評議員として尽力された功績に対し、感謝状が

贈呈されましたので、ご紹介いたします。 

 それでは、ただいまの受賞に対し、議会を代

表し、鈴木富美子議員会会長からお祝いの言葉

をお願いいたします。 

  （９番鈴木富美子議員登壇） 

○９番 鈴木富美子議員 おはようございます。 

 議員会を代表いたしまして、一言お祝いを申

し上げます。 

 このたびは、第102回全国市議会議長会定期

総会におきまして、15年議員表彰を受けられま

した今泉春江議員、梅津善之議員に心からお祝

いを申し上げます。 

 また、内谷邦彦議長におかれましては、評議

員の感謝状を受けられましたことに、心よりお

祝いを申し上げます。 

 皆様には、市政発展はもちろんのこと、市民

の福祉向上にも多大なる貢献をいただき、心か

ら敬意と感謝を申し上げます。 

 今、地方自治体を取り巻く環境は、少子化や

物価高騰、気候変動などにより、厳しさを増し、

市民の生活にも大きな影響が及んでおります。 

 この表彰を機に、市政発展のため、健康に留

意され、ますますのご活躍をご期待申し上げま

すとともに、今後とも長井市議会の発展のため、

なお一層のご活躍をご期待申し上げます。 

 簡単ではございますが、お祝いの言葉とさせ

ていただきます。誠におめでとうございます。 
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○髙橋嘉樹事務局長 続きまして、市長から祝辞

を賜りたいと存じます。 

 内谷重治市長、お願いいたします。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 去る５月27日の全国市議会議長会定期総会に

おきまして、一般表彰として梅津善之議員、ま

た、今泉春江議員、両議員が15年表彰というこ

とで表彰されましたことに、まずもって、長井

市を代表して心より感謝を申し上げますととも

に、深く敬意を表するものでございます。 

 そして、内谷邦彦議長におかれましては、評

議員としてご活躍いただいたということで、感

謝状を受けられましたことに対しましても、併

せてお祝いを申し上げる次第でございます。 

 15年ということでございますが、平成の23年

の５月からということになると思いますが、振

り返りますと、長井市の場合は平成10年ぐらい

から、もう財政状況がにっちもさっちもいかな

い大変厳しい状況になったことから、それ以降、

前目黒市長、また、その前の平市長のときから、

財政再建に取り組んでまいりました。 

 お二人の議員が議員に就任されたときは、ち

ょうど真っただ中の最後の集中改革プランとい

う時期でございました。あの当時は、ちょっと

私も鮮明に覚えているのが、道の駅川のみなと

長井、これを国土交通省の複合型の事業として

建設を計画しておりました。両議員から、様々

な鋭いご指摘をいただきながら、最後には、ご

了承いただいて、無事道の駅を含めた様々な道

路整備等々を行うことができたわけでございま

すが、改めて、もう15年もたったのかなと。私

も20年でございますが、そういった意味ではお

二人の、この長きにわたる長井市への愛と、そ

れから、市民の皆様への福祉の向上、福利厚生

の向上、また、地域の活性化、多大なるご尽力

をいただいたことに敬意を重ねて申し上げたい

と思います。ありがとうございます。 

 ただいま議員会会長の鈴木富美子議員からも

ございましたように、極めて先が見えない厳し

い状況に、今、私ども長井市をはじめとした地

方の市町村、置かれていると考えております。 

 とりわけ待ったなしの人口減少、ついこの間

も、５月30日の山形新聞はじめ全国紙でも紹介

ありましたけれども、私ども長井市が2020年の

ときは、それまでの大変厳しい、もう３万人の

人口を切ってから、どんどんどんどん坂道を転

げ落ちるように人口も減っていったんですが、

あのときにコロナの時期も前後いたしますけれ

ども、梅津議員、今泉議員からいろいろご指導

いただいて、一緒になっていろんな取組をした、

いわゆる人口減少に対する備え、それらが少し

ずつ実を結んできつつあるのかなと、今思って

いるところでございます。 

 また、平成23年といいますと、忘れもしない

東日本大震災があったということで、それらに

ついても財政再建を共に実現するために努力す

るとともに、例えばおらんだラジオあるいは防

災ＦＭだったんですね。これは、以前から行い

たいと思っていたんですが、思わぬ形で国の保

護、支援を受けてできるということから、今で

は本当に市民に親しまれ、また、昨今、豪雨災

害などが頻発しておりますが、その際には、ま

た熊の出没の際は、大きな威力を発しています

し、また、屋外の拡声装置などもいろいろご意

見をいただきながら実行することができました。 

 いろいろ挙げますと切りがないんではござい

ますが、一方で、市民の皆様が高齢化がどんど

ん進み、また、若い人が残念ながら長井を去っ

て大都市に移り住むあるいは進学するというこ

とで、大変な状況であり、子供も両議員が就任

されたときから見ますと、相当出生数も減って

おります。そういう厳しい状況であるからこそ、

いろんな議論を重ねながら、一つ一つ次の世代

にバトンタッチできるように、今、厳しい状況

でございますが、これからもいろいろな形でご
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指導、ご助言いただき、また、私などはちょっ

とやはり弱いなと思っているのは、例えば福祉

とか、あるいは障がい者に対する様々な施策、

こういったところにはいろんな形でご提案いた

だいております。 

 そういったことも含めて、これからまだまだ

厳しい状況が続きますけれども、次の世代が希

望を持って長井に住むことができる。また、一

旦、長井を離れた人たちも、やはり生まれ故郷

あるいは長井がいいということで戻ってきても

らえるようなまちを、共にお力添えいただきな

がらつくってまいりたいと思いますので、何と

ぞ今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻賜りますよ

うお願い申し上げ、結びに、両議員の今後ます

ますのご健勝、ご多幸と、共に力を合わせて、

この長井市を誰もが幸せに暮らせる長井、笑顔

あふれるまちになるように、共にお力添えを賜

りますよう、重ねて重ねてお願い申し上げまし

て、長くなりましたけども、私からのお祝いと

感謝の言葉にさせていただきたいと思います。 

 本当にこのたびはおめでとうございます。 

○髙橋嘉樹事務局長 ここで、受賞者を代表いた

しまして、今泉春江議員から謝辞がございます。 

 今泉春江議員、お願いいたします。 

  （15番今泉春江議員登壇） 

○１５番 今泉春江議員 今泉春江でございます。

受賞者を代表いたしまして、ご挨拶を申し上げ

ます。 

 本日は、全国市議会議長会15年議員表彰と議

員感謝状の栄誉ある表彰をいただきました。身

に余る光栄に存じます。心より御礼を申し上げ

ます。 

 ただいまは、内谷市長、議員会会長から、過

分なるお言葉をいただきまして、御礼を申し上

げます。 

 振り返りますと、市議会議員として初当選を

果たしてから15年が経過いたしました。この15

年という歳月は、決して平たんな道のりではあ

りませんでした。山積する地域課題の解決に向

け、全力で駆け抜けてまいりました。長きにわ

たり議員の職務を全うできましたのは、内谷市

長をはじめとする職員の皆様の温かいご理解と

議員活動を支えてくださる事務局の皆様の多大

なるご尽力のおかげです。 

 何より、日頃、私たちを信じ、温かく見守り

力強いご支援を賜りました市民の皆様には、深

く感謝申し上げます。市民の皆様の声に耳を傾

けた時間は、私の議員活動の原点であり、財産

でございます。多くの経験と貴重な学びをいた

だきましたことを、心から感謝申し上げます。 

 本日の表彰を節目とし、私たちはこれまでの

経験を糧に、さらに市政発展と市民生活の向上

に全力を尽くす所存でございます。 

 結びに、皆々様のご多幸を祈念いたしまして、

受賞の挨拶とさせていただきます。ありがとう

ございました。（拍手） 

○髙橋嘉樹事務局長 以上をもちまして、表彰状

並びに感謝状の伝達を終了いたします。 

 受賞者の皆様は、席へお戻りいただきますよ

うお願いいたします。 

 

 

   開     議 

 

 

○内谷邦彦議長 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 なお、寒河江 忠農業委員会会長から、本日

の会議を欠席させてほしい旨の届出がありまし

たので、ご報告いたします。 

 また、山形新聞社記者から、今定例会中のパ

ソコン、カメラ、録音機の使用について申請が

あり、許可いたしましたので、ご報告いたしま

す。 
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 ここで、本定例会の運営等について、議会運

営委員会の報告を求めます。 

 平 進介議会運営委員長。 

  （平 進介議会運営委員長登壇） 

○平 進介議会運営委員長 おはようございます。 

 議会運営委員会を代表いたしまして、去る５

月28日の委員会において決定した今定例会の運

営等についてご報告いたします。 

 会期につきましては、配付しております令和

８年６月市議会定例会会議日程表のとおり、本

日６月１日から６月19日までの19日間といたし

ます。 

 このたび提案されます案件は、報告８件、一

般議案１件、予算議案１件であります。 

 案件の取扱いについては、まず、日程第３、

報告第４号から日程第６、報告第７号までの４

件について、市長から報告を受けます。 

 次に、日程第７、報告第８号から日程第10、

報告第11号までの４件について、市長から説明

を受け、質疑、討論、表決を行っていただきま

す。なお、表決の方法につきましては、起立採

決を予定しております。 

 次に、一般議案並びに予算議案の２件を一括

議題といたしまして、市長の提案説明を受けた

後、上程されました案件について、１件ずつ質

疑を行い、一般議案１件につきましては、別紙

付託表のとおり、所管する委員会に付託して審

査していただき、予算議案１件につきましては、

予算特別委員会を設置し、付託の上、審査して

いただきます。 

 市政一般に関する質問につきましては、６月

４日、５日、８日の３日間とし、このたびの質

問者は11名の予定ですので、第１日目５名、第

２日目４名、第３日目２名といたします。 

 各常任委員会、特別委員会の日程につきまし

ては、日程表のとおりでありますが、本日の本

会議終了後に予算特別委員会の正副委員長の互

選をお願いいたします。 

 予算総括質疑発言通告の締切りは６月９日、

討論発言通告の締切りは６月17日といたします。 

 なお、最終日19日、本会議前に議会運営委員

会を開催させていただきます。 

 以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、報告といたします。 

○内谷邦彦議長 本日の会議は、配付しておりま

す議事日程第１号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

 

○内谷邦彦議長 日程第１、会議録署名議員の指

名であります。会議規則第81条の規定により、

ご指名いたします。 

 ５番 鈴 木 悟 司 議員 

 ６番 鈴 木 一 則 議員 

 ７番 渡 部 正 之 議員 

 以上、３名の方にお願いいたします。 

 

 

 日程第２ 会期の決定 

 

 

○内谷邦彦議長 次に、日程第２、会期の決定を

議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今定例会の会期は、先ほど議会運営委員長か

ら報告がありましたとおり、本日から６月19日

までの19日間と決定し、会議日程につきまして

は、お手元に配付してあります令和８年６月市

議会定例会会議日程表のとおり決するにご異議

ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○内谷邦彦議長 異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 


